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令和２年度第１回亀岡中学校ブロック協議会 議事録要旨    
 
■日時 
令和２年１１月１１日（水）午後７：３０～午後８：３５ 
 

■会場 
亀岡市役所 1 階 市民ホール  
 

■議事 
１ 開会 
 
２ 亀岡駅北土地区画整理事業地域の学校区についての報告 
  
３ 亀岡地区東部地域について 
 
４ 意見交換 
 
５ 閉会 

 
■意見交換等発言内容 

 
座長 

（教育総務課長） 
 
 
座長 

 
 
委員 
 
 

 
委員 
 
 
 

 
事務局 
 
 

 
次第の３「亀岡地区東部地域について」事務局から説明いただきたい。 
 
＜事務局説明＞ 
 
今、事務局から次第「３ 亀岡地区東部地域について」説明があった。何か質

問等があればお願いしたい。 
 
地域の意見をまとめたものとして自治会から要望書も出ている。今後通学路に

ついて考えなければならないが、地域で見守り等を行えるならいいと思うので、

この案で問題ない。 
 
教室数が不足しないことや亀岡地区東部地域が地域全体として要望書もだして

いるので、案自体は問題ない。ただし、通学距離が２ｋｍ以上だと児童にとっ

て長いことや矢田口のたまり場が狭いことは大きな課題だ。この課題を早急に

解決しなければならない。 
 
矢田口のたまり場について拡幅整備の計画は進んでいると聞いている。距離は、

どの地域がどのルートを通るかは今後検討していくので、それ次第で距離も短

くなる可能性はある。 
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委員 
 
 
 
 
委員 

 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
事務局 

 
 
 
委員 
 
 
 
 

 
事務局 
 
 
 

 
委員 

 
事務局 
 
 

 
委員 

 
 

矢田口のたまり場については、国土交通省から今年度から拡幅整備の設計に着

手していると聞いている。 
古世口の部分で、国道を横断したあと住宅に入るルートになっているがその部

分が少し狭いことが気になる。 
 
教育制度や地域性から、要望通りの案を出していただいているので問題ない。

通学路については安心感を持って通学してもらえるよう検討していかなければ

ならない。 
 
通学路について、地図上★２（資料参照）の部分で横断歩道を３回渡るのはど

うかと思う。一番いいのは歩道橋を造ること。最低でもつつじケ丘小学校の前

の横断歩道の歩車分離式の信号のようにしないと低学年だと渡り切れず危な

い。親としては国道を渡らせるのは抵抗感がある。適正化を進めなければなら

ないことも理解できるが、校区を変更することで一番影響があるのは子どもた

ち。変更する地域については丁寧に説明を行ってほしい。 
 
歩車分離式の信号については公安委員会の所管になる。より安全に横断歩道を

渡ることができるように連携をとっていきたい。今後丁寧に保護者等への説明

の機会をつくり安全対策を講じていきたいと思う。 
 
通学距離が２ｋｍを超えると子どもたちにとっては負担になる。地図上★１で

国道９号線から南に５０ｍほど下がったところのＴ字路を、例えば通学時間だ

け車両通行禁止措置をとったり、信号の時間を長くすれば子どもたちにとって

安全になるのではないか。また、岩田団地のルートについて、上矢田矢田口線

を通って行けば、距離も短くなるかもしれないので検討してほしい。 
 
交通規制については事務局でも考えている。ただし、規制をするとなると関係

機関との連携はもちろんのこと、地域の方々や周辺に住んでいる方々にも影響

がでるので、御理解いただけるようにしていく必要がある。ルートについては

距離が短くなる可能性もあるので検討したいと思う。 
 
いつごろ校区の変更を実施するのか。 
 
現時点で具体的にはない。他のブロックの校区の見直しでもあったように校区

変更の準備に１年半程度の期間が必要だと考えている。ただし、地域の方々や

保護者の方々の協力があれば短縮することは可能である。 
 
亀岡駅北土地区画整理事業地域について、一つ質問がある。通学路について亀

岡駅の自由通路を通学路にする案が出ていた。今はまだ住んでいる人もいない

のでいいが、１１月にはアンダーパスが開通し、そのアンダーパスが使用でき
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事務局 
 

 
 
 
 
委員 
 
 
 
座長 
 

 

るようになる。今後、亀岡駅北土地区画整理事業地域に人が住み、亀岡小学校

に通学する子どもがいた場合、教育委員会はどの通学路を案とするのか。 
 
亀岡駅の自由通路を通学路にする方向で検討してきたのは事実である。ただし、

当時はアンダーパスの完成が遅れる見込みであったこと、早ければ令和２年の

夏頃には居住される予想だったので検討した案である。今後、亀岡駅北土地区

画整理事業地域に人が住み、通学する子どもも出てくるので、学校と連携して

通学路を指定していきたいと思う。 
 
通学路を考えるのは学校だが、個人的には人の往来が激しい亀岡駅の自由通路

を通らせるのは厳しいと思う。 
 
 
亀岡駅北土地区画整理事業地域も今回提案した東部地域についても、通学路に

ついては様々な課題がある。本日、通学路の提案もいただいたので、関係機関

と連携しながら検討していきたい。本日の会議で校区の見直し案については一

定の理解を得たということで、今後地域ごとに説明会に入っていきたいと思う。

本日のところは、会議を閉じさせていただく。 
 

 
 


